
令和２年４月１１日 
広島市新型コロナウイルス感染症対策本部 

 
新型コロナウイルス感染症患者（１４例目）の発生について（第２報） 

 
 令和２年４月１０日（金）に第１報で公表した、本市１４例目の新型コロナウイルス感染症患
者の行動歴及び濃厚接触者に係るＰＣＲ検査の結果等は次のとおりです。（下線部が追加情報） 

 
１ 行動、症状の経過等 

４月 １日（水） ３８℃の発熱 
４月 ２日（木） 解熱。頭痛、倦怠感、呼吸困難感出現 
         Ｂパン屋で勤務（16～22時） 
４月 ３日（金）～５日（日） 頭痛、倦怠感、呼吸困難感が継続 
４月 ５日（日） Ｂパン屋で勤務（13～18時） 

  ４月 ６日（月） 前日までの症状に加え、味覚障害が出現 
  ４月 ７日（火） Ｃ飲食店で食事 

  ４月 ９日（木） Ｂパン屋で勤務（6～9時） 
Ａ医療機関を受診。医師が新型コロナウイルス感染症を疑い、保健センタ
ーへ連絡 

           保健センターが帰国者・接触者外来へ誘導し受診の上、検体採取 
           ＰＣＲ検査の結果、新型コロナウイルス陽性と判明 
 ４月１０日（金） 感染症指定医療機関に入院 

 
※本人からの申告によれば、発症前１４日以内に渡航歴はなかった。 
  

２ 濃厚接触者等の状況 
 ⑴ 広島市立大学の友人 

４月１０日（金）に第１報で公表した濃厚接触者６名について、ＰＣＲ検査を実施し、１名
が陽性（本市１５例目）、残りの５名は陰性であることを確認した。 

 
 ⑵ その他の濃厚接触者 
   第１報で公表した「その他」の者を濃厚接触者と判断し、本市衛生研究所においてＰＣＲ検

査を実施した結果、陰性であることを確認した。 
 
 ⑶ Ｂパン屋 
   患者は発症後に勤務しているが、利用客に対してはマスク・手袋を着用の上、レジにおいて

支払い等にかかる簡単な会話のみであったことから濃厚接触者に該当する者はなく、厨房等で
長時間勤務していた同僚１５名が濃厚接触者と判断し、ＰＣＲ検査を実施する予定である（後
日、検査結果を情報提供予定。）。 
また、保健センターからは、この１５名について、患者との最終接触日がそれぞれ異なるこ

とから、２名に対しては４月１６日まで、４名に対しては４月１９日まで、９名に対しては４

月２３日まで、健康観察を実施するとともに、不要不急の外出の自粛を要請した。 
 
 ⑷ Ｃ飲食店 
   ４月７日（火）に当該施設を利用していたが、従事者及び利用客との会話等はなく、濃厚接

触者に該当する者はいないと判断した。 
  
⑸ Ａ医療機関 

保健センターからの当該医療機関への問合せに対し、適切な感染防護を行い診療に従事させ
るようにしており、濃厚接触者に該当する従事者がいないとの回答があった。 


